
若年性認知症支援コーディネーター
若年性認知症の人やその家族からの相談に応じ、さまざまな支援を行います。

◆状況に応じて、その人に合った、適切で必要なサービスの情報を提供します。
◆必要なサービスの手続きや医療機関の受診に同行します。
◆医療機関、サービス事業所等の担当者と情報交換し、連携して、支援が円滑に行われ
るよう調整します。そのために、日頃から、関係機関と連絡を取り合い、顔の見える関係
を築きます。

◆認知症の人自身が望む、自分らしい生活を続けられるよう、本人の生
活に応じた総合的なコーディネートを行います。

このような若年性認知症支援コーディネーターが、各都道府県、指定
都市に配置されています。

患者の治療や経済的問題を含めた医療や
生活に関わる相談援助を行います。

お住まいの地域にあり、専門職の人が認知
症についての相談に応じます。

介護保険や障害者福祉制度、自立支援医療
や障害者手帳に関する相談ができます。

若年性認知症に関する様々な相談について、
専門の教育を受けた相談員が対応します。

若年性認知症に関する様々な相談について、
介護の経験がある相談員が対応します。

基幹相談支援センター
市町村に設置され、障害者等の地域におけ
る生活を支援するため、福祉サービスの利
用や各種制度の活用に関することなど、
様々な相談に対応します。

（自立支援）協議会
地域における障害福祉に関する関係者によ
る連携及び支援体制を構築し、障害者等に
必要な支援を行います。

アルツハイマー型認知症と診断されたAさん、再就職しましたが…

Aさん（男性）は60歳まで大企業の管理職として働き、その後、関連会社に再就
職しています。管理職だった頃、部下に「同じことを何度も聞きますね」と言われ

ました。再就職後は、電車の中に重要な書類を置き忘れたり、目的地がわからな

くなるなどのエピソードがあります。専門医を受診して、アルツハイマー型認
知症と診断されたAさんは「記憶が低下していくのを何とか遅らせたい」と思い、
自らいろいろな脳トレに挑戦しました。現在は営

業職であり、会社で報告書を書くために忘れな

いようにと、手帳にメモをしています。奥さんは、

仕事がストレスになるのなら、退職するように勧

めた方がよいのかと悩んでいます。

若年性認知症支援
コーディネーター一覧

相談機関、相談窓口等については
48ページ～54ページをご覧ください。




